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一

一

概
説

１

協
定
の
成
立
経
緯

平
成
二
十
六
年
（
二
千
十
四
年
）
三
月
に
日
本
国
と
ケ
ニ
ア
共
和
国
と
の
間
で
投
資
協
定
の
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
た
こ
と
を

受
け
、
同
年
四
月
か
ら
両
国
間
で
交
渉
を
行
っ
た
結
果
、
協
定
案
文
に
つ
い
て
最
終
的
合
意
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
、
平
成
二
十
八
年
（
二
千
十
六
年
）
八

月
二
十
八
日
に
ナ
イ
ロ
ビ
に
お
い
て
、
我
が
方
岸
田
外
務
大
臣
と
先
方
ロ
テ
ィ
ッ
チ
財
務
長
官
と
の
間
で
こ
の
協
定
の
署
名
が
行
わ
れ
た
。

２

協
定
締
結
の
意
義

こ
の
協
定
は
、
投
資
財
産
設
立
後
の
投
資
活
動
の
保
護
等
に
つ
い
て
包
括
的
か
つ
詳
細
な
事
項
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
協
定
の
締
結
は
、
投
資
環
境
の

整
備
を
促
す
と
と
も
に
、
両
国
間
の
投
資
及
び
経
済
関
係
の
更
な
る
緊
密
化
に
大
い
に
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

二

協
定
の
内
容

こ
の
協
定
は
、
前
文
、
本
文
二
十
六
箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
り
、
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

定
義

こ
の
協
定
に
お
け
る
「
投
資
財
産
」
、
「
締
約
国
の
投
資
家
」
、
「
締
約
国
の
企
業
」
、
「
投
資
活
動
」
、
「
区
域
」
等
に
つ
い
て
定
義
し
て
い
る
（
第

一
条
）
。

２

投
資
の
促
進
及
び
許
可

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
関
係
法
令
に
従
い
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
よ
る
投
資
を
許
可
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
二
条
）
。

３

内
国
民
待
遇

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
に
お
い
て
、
投
資
活
動
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
内
国
民
待
遇
を
与
え
る
こ

と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
三
条
）
。

４

最
恵
国
待
遇

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
に
お
い
て
、
投
資
活
動
及
び
投
資
の
許
可
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
最
恵
国

待
遇
を
与
え
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
四
条
）
。



二

５

一
般
的
待
遇
及
び
投
資
環
境
の
整
備

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
に
お
い
て
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
に
対
し
、
国
際
慣
習
法
に
従
い
、
公
正
か
つ
衡
平
な
待
遇
並
び
に

十
分
な
保
護
及
び
保
障
を
与
え
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
五
条
）
。

６

裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権
利

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
等
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
対
し
、
内
国
民
待
遇
又
は
最
恵

国
待
遇
を
与
え
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
六
条
）
。

７

特
定
措
置
の
履
行
要
求
の
禁
止

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
対
し
、
一
定
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
自
国
の
区
域
に
お
け
る
投
資
活
動
の
条
件
と
し
て
、
輸

出
に
つ
い
て
の
要
求
等
を
課
し
、
又
は
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
七
条
）
。

８

透
明
性

各
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
実
施
及
び
運
用
に
関
連
し
、
又
は
影
響
を
及
ぼ
す
法
令
等
を
速
や
か
に
公
表
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
八

条
）
。

９

投
資
家
の
入
国
、
滞
在
及
び
居
住

一
方
の
締
約
国
は
、
投
資
に
関
連
す
る
事
業
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
自
国
に
入
国
し
、
及
び
滞
在
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
他
方
の
締
約
国
の
国

籍
を
有
す
る
自
然
人
に
対
し
、
自
国
の
関
係
法
令
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
こ
れ
を
許
可
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
九
条
）
。

収
用
及
び
補
償

10

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
公
共
の
目
的
の
た
め
で
あ
る
こ
と
、
無
差
別
で
あ
る
こ
と
、
迅
速
、
適
当
か
つ
実
効
的
な
補
償
の
支
払
を
伴
う
こ
と
及
び

正
当
な
法
の
手
続
に
従
う
こ
と
と
い
う
要
件
を
満
た
さ
な
い
限
り
、
収
用
、
国
有
化
等
を
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
収
用
、
国
有

化
等
に
伴
う
補
償
は
、
公
正
な
市
場
価
格
に
相
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
（
第
十
条
）

損
失
又
は
損
害
に
対
す
る
補
償

11

一
方
の
締
約
国
は
、
武
力
紛
争
等
に
よ
り
自
国
の
区
域
に
あ
る
投
資
財
産
に
関
し
て
損
失
等
を
被
っ
た
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
対
し
、
原
状
回
復
等



三

の
解
決
方
法
に
関
し
、
内
国
民
待
遇
又
は
最
恵
国
待
遇
の
う
ち
当
該
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
と
っ
て
い
ず
れ
か
有
利
な
も
の
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇

を
与
え
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
十
一
条
）
。

代
位

12

自
国
の
投
資
家
の
損
害
の
塡
補
等
を
行
っ
た
締
約
国
又
は
そ
の
指
定
す
る
機
関
に
よ
る
当
該
投
資
家
の
権
利
又
は
請
求
権
の
代
位
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

る
（
第
十
二
条
）
。

資
金
の
移
転

13

一
方
の
締
約
国
は
、
一
定
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
自
国
の
区
域
に
あ
る
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
に
関
連
す
る
全
て
の
資
金
の
移
転
が
、
自

国
の
区
域
に
向
け
又
は
自
国
の
区
域
か
ら
、
自
由
に
、
か
つ
、
遅
滞
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
十
三
条
）
。

両
締
約
国
間
の
紛
争
の
解
決

14

こ
の
協
定
の
解
釈
及
び
適
用
に
関
す
る
両
締
約
国
間
の
紛
争
は
、
交
渉
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
仲
裁
廷
に
付
託
さ
れ
る
こ
と

等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
十
四
条
）
。

一
方
の
締
約
国
と
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
と
の
間
の
投
資
紛
争
の
解
決

15

一
方
の
締
約
国
と
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
と
の
間
の
紛
争
が
協
議
に
よ
り
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
紛
争
は
、
紛
争
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
裁

判
所
、
国
家
と
他
の
国
家
の
国
民
と
の
間
の
投
資
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
条
約
に
よ
る
仲
裁
、
投
資
紛
争
解
決
国
際
セ
ン
タ
ー
に
係
る
追
加
的
な
制
度
に
つ

い
て
の
規
則
に
よ
る
仲
裁
、
国
際
連
合
国
際
商
取
引
法
委
員
会
の
仲
裁
規
則
に
よ
る
仲
裁
の
い
ず
れ
か
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る

（
第
十
五
条
）
。

安
全
保
障
の
た
め
の
例
外

16

こ
の
協
定
の
他
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
締
約
国
は
、
自
国
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利
益
の
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
措
置
並
び
に
国

際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
の
た
め
国
際
連
合
憲
章
に
基
づ
く
義
務
に
従
っ
て
と
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
十
六
条
）
。

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置

17

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
国
際
収
支
及
び
対
外
支
払
に
関
し
て
重
大
な
困
難
が
生
じ
て
い
る
場
合
、
資
本
の
移
動
が
経
済
全
般
の
運
営
に
重
大
な
困
難
を
も
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た
ら
す
場
合
等
に
は
、
第
三
条
（
内
国
民
待
遇
）
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
で
あ
っ
て
国
境
を
越
え
る
資
本
取
引
に
係
る
も
の
及
び
第
十
三
条
（
資
金
の
移

転
）
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
に
適
合
し
な
い
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
十
七
条
）
。

信
用
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
措
置

18

締
約
国
は
、
信
用
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
十
八
条
）
。

知
的
財
産
権

19

両
締
約
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
法
令
に
従
い
、
知
的
財
産
権
へ
の
十
分
か
つ
効
果
的
な
保
護
を
与
え
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
両
締
約
国
が
当
事
国
で
あ
る
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
多
数
国
間
協
定
に
基
づ
く
両
締
約
国
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
。
（
第
十
九
条
）

租
税

20

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
二
重
課
税
の
回
避
に
関
す
る
条
約
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
協
定

と
当
該
条
約
と
が
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
当
該
条
約
が
優
先
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
条
（
内
国
民
待
遇
）
等
の
規
定
は
、
租
税
に
係
る
課
税

措
置
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
。
（
第
二
十
条
）

協
議

21

両
締
約
国
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
要
請
に
応
じ
、
こ
の
協
定
の
実
施
及
び
運
用
に
つ
い
て
討
議
し
、
及
び
見
直
し
を
行
う
こ
と
等
を
目
的
と
し

て
協
議
を
行
う
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
一
条
）
。

健
康
、
安
全
及
び
環
境
に
関
す
る
措
置
並
び
に
労
働
基
準

22

一
方
の
締
約
国
は
、
健
康
、
安
全
若
し
く
は
環
境
に
関
す
る
措
置
の
緩
和
又
は
労
働
基
準
の
引
下
げ
を
行
う
こ
と
な
し
に
、
他
方
の
締
約
国
又
は
第
三
国

の
投
資
家
に
よ
る
投
資
を
奨
励
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
め
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
二
条
）
。

利
益
の
否
認

23

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
で
あ
っ
て
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
で
あ
る
も
の
が
第
三
国
の
投
資
家
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
又
は
支

配
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
一
定
の
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
こ
の
協
定
に
よ
る
利
益
を
否
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認
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
三
条
）
。

見
直
し

24

両
締
約
国
は
、
両
締
約
国
間
の
投
資
を
更
に
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
協
定
の
見

直
し
を
行
う
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
四
条
）
。

見
出
し

25

こ
の
協
定
中
の
見
出
し
は
、
引
用
上
の
便
宜
の
た
め
に
の
み
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
旨
規
定
し

て
い
る
（
第
二
十
五
条
）
。

最
終
規
定

26

両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
国
内
法
上
の
手
続
の
完
了
を
相
互
に
通
告
す
る
旨
及
び
こ
の
協
定
は
、
そ
の
通
告
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅

い
方
の
受
領
の
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
で
あ
っ
て
、

こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
前
に
他
方
の
締
約
国
の
区
域
に
お
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
の
関
係
法
令
に
従
っ
て
取
得
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
旨

規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
協
定
の
終
了
の
日
の
前
に
取
得
さ
れ
た
投
資
財
産
に
関
し
て
は
、
こ
の
協
定
の
規
定
は
、
当
該
終
了
の
日
か
ら
更
に
十
年

の
期
間
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
（
第
二
十
六
条
）

三

協
定
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

こ
の
協
定
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
立
法
措
置
及
び
予
算
措
置
を
必
要
と
し
な
い
。




